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安心・安全・確実な施工技術
貫入リング（回転切削型）接続工法は、到達作業および地上からの

地盤改良を省略し、迅速かつ安全な地下管路の構築技術です。

特に輻輳した地下空間や大深度施工または到達側からの作業が困難な場

合など厳しい施工環境における地中接合技術として適用が可能です。
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施工手順

施工実績貫入リング工法の概要

貫入リング回転切削型接続工法は、到達側からの作業を

せず、既設構造物等へ直接掘進機を接合することが可能な工

法です。

掘進機に装備した回転切削リングにより、既設構造物を

直接切削し掘進機内からの確実な止水注入を行うことで、

接合箇所の応力開放がなく地下水の呼び込みも防止できます。

このような優位性から地上環境に左右されず、確実な接続

施工が可能となるため、輻輳した地下空間や大深度での地

中接合技術として適用な可能な工法となっております。


